
2023年 JTSセミナー報告 

「日本語教材 よろず相談会＆販売会」 

 

JTS 主催のセミナーが 7 月 29 日（土）に「にほんご凡人社」の坂井

訓久さんを講師として迎え、行われました。函館市青年センターの会議室

で、会員 15 名、一般 5 名が集まりました。今回のテーマは「日本語教材 

よろず相談会＆販売会」でした。 

凡人社は、出版社でありながら、書店でもありますので、日本語教育に

かかわる教材について専門的な知識を持ち、日本語サロン研修会や講座

も行っています。教材の情報があふれている中、きちんとした情報を安心し

て得られる貴重な機会でした。今回のセミナーは 2部に分かれて、1部ではそれぞれのニーズに合わせてどういう

日本語教材があるか、どのように分類されているか、Web 教材やオンラインセミナーについて講演をしていただき

ました。2 部では、日本語教材勢揃いの中、実物を手に取って見ることができ、個別相談も対応していただきました。 

ゲストとして西村愛さんにも、10分ほどお話を伺えました。西村愛さんは

凡人社の『ともに学ぶ「せかい」と「にほんご」』の著者の一人で、現在江

差でインドネシア技能実習生を対象とした調査研究をされている方です。

VEC（Villa Education Center）の活動を紹介していただきました。日本

社会をテーマに日本語を学ぶ対等な学び合い活動、「人と人をつなぐ」言

語のすばらしさに感銘をうけました。身近な江差で研究をしているというこ

とで、興味津々で聞くことができました。 

著作権のことは、皆さんが気になっているようですが、書籍などは、教師も学習者も両方が持っていたら、理想だ

という話がありました。しかし、それぞれの出版社の書籍紹介ページに、無料学習者用・教師用ツールが掲載され

ているので、ダウンロードし、印刷するなどして活用することができます。デジタル化が進んでいる中、オンライン授

業でも取り扱いやすいので、大変参考になりました。 

オンラインセミナーなどのイベントを開催している出版社や国の機関が紹介されました。教師自身も常に学ぶ必

要がありますが、函館で開催される研修会や勉強会が少ない中で、このようなオンラインで勉強・研修・意見交換

ができる場があれば、教師自身のモチベーションを上げる機会になりますので、そういう情報の大切さを感じます。 

参加者が様々な情報を聞いたうえで、ほしい教材があったら、その場で、1割引で購入することもできました。 

坂井さんはとてもフレンドリーな方で、一人ひとりにすぐにでも役立つアドバイスをくださいました。 

坂井訓久さん、西村愛さん、ありがとうございました。 


